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:

池
田
_

藏
著
：
.
’

へ.
:
i

沌

娌

：の

歐

洲

經

濟

界

著
者
池
田
氏
の
名
は
其
處
女
作
無
盡
の
硏
究

」

に
ょ
一 

つ
て
胱
に
卑
く
學
界
に
知
っ
れ
て
ゐ
る
氏
は
義
塾
卒
一 

業
後
一
，時
實
業
界
に
出
で
て
金
融
の
實
務
に
携
は
つ
て 

.
を
ら
れ
た
け
れ
^
常
に
其
學
究
的
態
度
を
失
は
れ
す一.

 

，意
經
濟
現
象
の
科
學
的
硏
究
に
沒
頭
：せ
ら
れ
マ
亦
他
に

.

\ 

餘
念
な
き
有
様
で
ぁ
つた

-'

,而
し
て
其
硏
究
の
結
果
は
一 

之
れ
亦
曩
に
ニ
三
の
鄯
マ
ト
し
て
旣
に
世
に
問
ふ
所
が
ぁ

.

つ
れ
。
 

.
-

\

丨
最
沂
氏
は
米
國
に
遊
び
後M

に
_
じ

で

.
歐

洲

に

益

 々

其
研
究
を
進
め
ら
れ
最
近
業
を
終
へ
て
歸
物
，せ
ら
れ
た\

)

本
書「

混
沌
裡
の
歐
洲
經
濟
界

」

は
則
ぢ
歐
洲
濟
界
の
一 

現
狀
に
»

す
る
氏

:.
/
:
'觀
察
硏
究
め
■結
果
を
公
け
に
せ
ら 

:れ
た
も
の
で
ぁ
る
。
本

.章
第
ご
編
^
媒

ら

今

日

繁

全 

般
の
»

«

^
ff
i

の
混
a

し
て
ゐ
る
其
原
因
及
び
其
現
象 

を
論
ず
る
.
爲
め
に
宛
て
ら
れ
て
ゐ
る
。
興
第

一

及
ニ
章 

笫
十
七
魈(

一

六
〇
七)

，1

新
刊
籾
介

に
於
て
歐
糾
經
濟
界

m
亂

の

掠

因

を

論

じ

、
第
ー

〗

；章

以 

下
八
章
に
到
る
各
章
の
下
に
於
て
は
歐
洲
全
般
の
金
融 

へ
組
織
、
生
產
組
織
、
流
通
組
織
及

.消
#
組
織
が
現
在 

如
何
に
破
壤
せ
ら
れ
て
ゐ

6か
。
又

如

何

に

し

て

破

壤 

せ
ら
れ
た
か
を
說
明
し
て
ゐ
る
。

第
一
一
編
各
論
第
一
章
ょ
.

..章
に
到
る
各
章
の
下 

で
は
そ
れ
ぞ
れ
白
耳
義

' 

波
關
>

チ
ェ
ッ
ク
ス
ロ
、イ
キ 

ァ

、

塊

太

利

、

的

牙

利

、

ユ

ー

ゴ

I

ス
ラ
ビ
ァ
、
伊
太 

利
の
各
經
濟
を
論
述
し
て
、め
る
。
而
し
て
最
後
に
附
錄 

ビ
し
て
現
代
歐
洲
に
於
け
る
反
動
的
勢
力
に
論
及
し
て 

筆
を
撊
か
れ
た
の
は
，
時
偶
々
反
動
的
勢
力
熾
烈
で
ぁ 

つ
た
當
時
歐
洲
に
滯
在
せ
ら
れ
た
氏

S

し
て
尤
も
な
こ

V

V

Jrl
l
心
は
れ
る

第 

一
«

第
ニ
編
を
通
し
て
見
ら
れ
る

.の
_ば
氏
が
論
を

. 

行

る

や

必

ず一

つ
の
現
象
に
付
て
そ
の
因
果
關
係
を
述 

ベ
て
之
を
設
明
す
る
に
一
一
數
字
を
以
て
す
る
の
努
を 

厭
は
な
か

.つ
た
こ
だ
で
ぁ

.
る
？
吾
人
は

.：此
爲
め
に
貴

®
 

な
る
幾
多
の
數
字
ど
材
料
を
本
書
の
中
に
發
見

1

る
こ 

ビ
が
出
來
る
。
よ
し
議
論
や
原
因
に
關
し
時
に
著
者
な

销
十一.

雖

.
• 
ニーm:



第
十
七
猞(

i

六
2

0

新
刊
紹
介
.

K
a
n
a
s
c
h
o
o
i

 

of Social 

Science 

N

.

Y

.
な
る
/も
の 

が
出
さ
れ
た
が
、
果
し
て
爾
來
引
續
&
刊
行
せ
ら
れ
.て 

、@
る
や
不
|-
|
や
を
知
ら
ぬ
o
:最
近
頻
，む
R
普
及
に
努
め
.つ 

、
あ
る 

D
i
e

 

Jnternationale 

Presse-Korrespondenz, 

B
e
d
i
n

 

S
W
.

 

4
8
'

は
固
ょ
り
僧
値
あ
る
材
料
を
含
む
こ
一 

^
が

多

大

.で

あ

る

け

れ

.̂
も
此
の
迦
三
,
發
行
の
報
導 

を
每
號
怠
ら
す
、
通
閱
す
る
^
い
ふ
事
は
谋
門
象
以
外 

に
取
つ
て

^
0
0
で
あ
ら
ぅ
。

故

に
標
記
の
年
鑑
は
If
c 

等
の
缺
陷
を
補
ふ
.も
の
？
し
て
大
に
世
の
歡
迎
を
受
く
 

.，ベ
き
も
の
で
.あ
る
。
固
ょ」

b
本
年
鑑
は
共
產
主
義
.ィ
ン

i

‘ 

タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
,0
ー
事
樂
で
ぁ
0
て
、
明
に
其
序
文
に 

も
記
.し
て
‘あ
る
通
り
、
共
產
黨
の
同
志
に
.必
要
な
る報

..|

:

導
を
授
け
る
ヾ」

共に
、：；.

諸
般
の
事
實
に
.對
し
て
共
產
主

一
 

義
0

見
地
か
ら
下
し
^

剑
斷
を
傅
べ
る
こ
e
を
目
的
ご 

す
る
も
の
で
あ
る
か
も
、
w

に
含
ま
れ
て
ゐ
る
報
遵
が 

皆
公
平
で
あ
るV

J

は

云

は

れ

な

い

が

、
，
併

し

識

者

は

共 

產
主
義
者
の
，誇
張
ビ
其
反
對
論
者
の
誇
張
^
に
旣
に
慣，，

.

れ
て
、
：多
く
の
I場
合
に
其
報
導
の
眞
肢
を
容
易
.に
a

別 

す
る
能
力
を
養
ひ
#

た今
；！！

に

於

て

^

^

®

は

必

し

も

第

九

鹋

二

1

三 

深

く

憂

：ふ
る
に

'足
る

ま

い

。

本

書

は

全

卷

を

「

一
般
的 

部

分

」

ご「

ソ

#

工
‘
典
：和

國

」

及

び

「

ブ

ル

ジ

ヨ

シ

的

諸

，
 

國

象

」

の

1
1
1
部

に

大

別

し

、

第

ー

部

で

は

第

>
第

ニ

、 

第

三

ィ

V

タ

ナ

シ

ヨ

ナ

ル

の

：過

去

及

び

現

在

に

關

す

る 

記

述

.評

論

さ

最

近

世

界

經

濟

に

關

す

る

記

事

統

計

を

收 

め

、

第

一

ー

部

は

三

西

頁

に

亘

つ

て

勞

^
«
西

逝

に

關

し 

第

三

部

は

世

界

の

未

だ

*

*

由

義

化

せ

ざ

る

六

十

餘

國 

の

個

々
に
就

て

興

政

治

經

濟

に

關

ず

る

記

事

統

針

を

收 

:

め

て

居

る

。
本

®
序

文

の

日

付

は

；
一

九

ニ

ニ

年

七

月

S

 

な

つ

て

居

る

が

本

追

補

の

項

.下
に

»
逸

の

舊

右

諷

81
:
#

 

民

主

黨

ビ

獨

立

社

會

黨

€
の

合

同

(

咋

年

九

月

)

，か

報

導 

せ

ら

れ

て

居

る

の

を

，以

て

見

れ

.ば
、
實

際

の

發

刊

は

七 

月

ょ

を

は

餘

程

遲

れ

た

も

の

で

あ

ら

ぅ

。
當

事

考

が

其 

業

に

慣

れ

て

此

ょ

り

も

觅

に

疋

確

精

緻

な

も

の

が

今

年 

も

編

纂

せ

ら

る

、
な

ら

ば

、

其

利

益

に

浴

す

る

も

の

は 

獨

り

共

產

主

義

者

の

み

で

は

な

い

.
(

小

枭

隱

三

)



.
»
減 p

n̂bcr^tie.

t'
、
，土
«;
を
^
て
價
値
の
淵
源
芒
 ̂

す
學

派P
h
ysiocrat 

e
の
.兩
者
を
併
せ
て
、
土
勝
皮 

勞
働
を
の
兩
者
を
以
て
價
値
の
湖
源

V

爲
す
の
學
派
に 

羼
す
る
人
を
指
す
も
の
な'る

-:
ビ

(

0
,
.
£
ユ̂
2
, Le

 

F
r
m

G.fJe po§
physiocratlq& 

et son 

Application 

k 

ia 

question 

SOCIale. 

L
evo
o
n
 

cfouverture 

faite 

d

p 

F
a
c
u
M
d
e

 droit 

de 

i
'q
,
n
T
V
rt
i
r
s
i
t
6 de 

Paris, 

1013. 

p. 

M
s
.

)

を
知
-

CN、

組
忽
の
罪
の
大
な
るt
覺
ゅ
。
.
今
兹 

に
右
の
個
所
を
尨
の
如
く
部
正
し
て
讀
者
に
謝
す
。

百

.八

十

七

頁

八

行

目

ょ

b
九
行
目
に
か
け
て「

彼
を 

^

/i
lr/physiocrates 

の

末

•流

(ponopbysiocratev 
と 

な
す
者
あ
る
所
以
は
益
に
在
る
。」

：
^
あ
る
を
訂
正
し 

て「

彼
を
目
し
.てp

o
n
o
p
h
y
s

o*e
ra
t
e

^
呼
び
得
る
沂
以 

，
は

茲

に

在

る
O
J
ビ
な
し
、
同
時
に
右
の

」

句
の
前
に 

rSinith 

の 

pdnocratie (
p EfTertz' 

L
e

 

p
d
n
d
p
e

 

ponophys

'.^
cratlque 

p 
p
. 

15,) 

s Physiocmtes

 ̂

ば
は
^
玲
ホ
へ
の
向
時
に
採
用
す
る
所 

定
な
つ
ft
-。」

の
一
句
を
揷
入
す
。

V
(

ニr

此
'0
機
會
を
利
用
し
て
、
.原
稿
淨
眷
の
際
に

..
笫
屮
七
猞(

こ
ハ
0
九)

新
籼
紹
介

誤
づ
て
#

き
波
し
れ
る
文
句
を
左
の
姊
く
挿
入
す
厶
-̂
:
V 

と
を
許
さ
れ
ft
く
思
ふ
。

百
九
十
五
頁
十|

行
目
、「

唯
、
彼
の
指
摘
す
る
此
の 

效
用
の
槪
念
は
ご
の
次
に
、「

水
及
び
ダ
ィ
ヤe

ン
ド
の 

例
を
擧
げ
て
、
使
用
價
値〔

即
ち
效
用〕

の
大
小
が
交
換 

價
値
の
大
小
ビ
疋
反
對
な
る
場
合
ぁ
る
こ
亡
を
指
摘
し 

で
居
る
の！

事(P. 

'
3
0
,
'

)

の
外
に
は
、」

を
秫
入
す
。

1
1

百1
1

頁
三
行
自
、「

吾
入
は
、」

.の
次
に
、r

此
の
引
用 

文
に
ょ
つ
て
、S

m
i
t
h

が
其
の
事
實
ぁ
る
こv

を
指
摘 

す
る
に
ih
め
て
未
だ
興
の
ff
l
由
を
示
す
に
至
ら
ざ
り
し 

勸
象
が
、Bistiat

に
ょ
ヴ
て
說
明
せ
ら
れ
展
開
せ
ら
れ 

ね
る
を
見
る
ど
同
時
に
、」

を
柿
入
す
。

(

三)

"
猶
ほ
、百
九
十
ニ
頁
十
三
行
目
の
中
夹
に「

定 

著
著」

ど
ぁ
る
は
、「

定
著j

の

誤

り

な

.
^
。

(

增

井

_

雄)

第

十1

跋

1 

§



第
十
七
卷(

ニ
ハ
0
べ)

'
新
^
賴
介

見
.解
を
共
に
す
る
こ
ど
の
出
來
な
い
®
者
が
あ
か
ど
し 

て
も
本
書
に
揭
げ
ら
れ
た
«
實
ミ
數
字
は
嚴
e
し
て
®; 

，か
な
い
價
値
を
有
し
且
つ
漬
者
を
，益
す
る
一」

ヒ
大
で
あ 

,
る 

f
ff
i

ふ
。
.

特
に
第
二
編
の
歐
洲
新
興
國
其
他
小
國
の
經
濟
事
情
. 

は
我
國
に
於
て
は
之
を
知
る
不
可
能
で
な
“
ざ
し
て
も 

.

甚
た
困
難
で
あ
る
ど
M

ふ
。
然
る
に
本
書
は
之
れ
皆
著 

者
が
親
し
ぐ
自
ら
其
地
に
到
6
實
際
に
付
て
硏
究
せ
ら 

れ
た
結
果
で
讀
者
は
容
易
に
此
等
新
典
國
の
經
»

一
 

般 

を
會
得
す
る
こ
ビ
が
出
，來
：る
0
#
に
氏
が
か
か
る
小
國 

の
經
濟
狀
賭
全
般
を
傲
か
の
數
に
納
め
而
も
5?
を
#

た
. 

頁
手
腕
は
懲
<.
可
き
も
の
が
あ
る
。

要
す
る
'に
本
書
は
：僅
：々
首
六
十
九
茛
に
過
ぎ
な
い
け 

れV

も
こ
れ
に
ょ
つ
て
現
代
歐
洲
經
濟
界
の
混
沌
狀
態 

を

：
一

讀

の

卞

に

了

解

せ

し

め

ん

^
し
た
氏
の
努
力
は
充 

分
に
成
功
し
て
ゐ
る
も
の
ど
思
は
れ
る
o.

:

特
に
本
書
の 

序文の代はして置かれ

^

「

歐
洲
に
於
け
る
®
 

立
國
畫
說」

は
今
日
一
'®
人
士
の
必
讀
の
文
字
で
あ
る 

€
兆
に 

> 其
^
論
£
し
て
置
か
れ
た
反
動
的
勢
力
を
論

第
十
.

1.

鱗

.

.

I
H四

じ
て「

か
か
る
一
時
.的

現

象

た

る

反

..動

を

過

信

し

て

は
 

な
•ら

ぬ

。.
:、
：

こ
，
れ

を

大

勢

ピ

速

斷

す

る

は

短

見

者
 

流
た
る
を
免
れ
ぬ」

S
沄
つ
て
反
動
期
に
歐
洲
に
在
：
k 

し

1

部
の
も
の
を
誡
し
め
で
ゐ
'，る
の
は
評
者
の
亦
全
然 

|

賛

同

す

る

所

で

あ

る

。
ゝ

.

評

者

は

座

な
.が

ら

，
.に

し

て

歐

洲

の

現

狀

に

親

し

み

時
 

代
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
す
る
欲
す
るj

般
讃
者
に
對
し
て 

一.
切
に
本
書
をI.'

讀
せ
ん
こ
ヒ
を
腐
む
る
も
の
で
あ
る
。

\: 

(

向

井

鹿

松)

z
 

|

!

|

i

l

i

訂

：

正

(
i y

予
は
、
本
誌
本
年
七
月
號
の
拙
稿「

ァ
ダ
ム
•
ス 

ミ
ス
'£
其
後
の
佛
l

g
經
濟
學
說』

申
に
於
て
、

,

1
 

I 

t

 メ
な
る
一
語
を
ば
語
義
を
充
分
に
詮
索 

す
る
こ
ど
な
く
し
て「

p
h
y
s
i
o
c
r
a
t
e
s

末
流」

ど
.禅
す
る

の
誤
り
を
冒
せ
一
.八

七

頁

九

行

目

)

。
.
右

の

拙

稿

校
 

.正
濟
の
後
に
至
‘つ
て
、
此
の
語
はo

t
t。

.Mf
r
e
r
t
z

の
自 

ら
創
說
す
る1
學
派
ど
所
說
を
同
じ
ぅ
す

る
者
、
P
し 

く
云
ベ
ば
ヽ
勞
働(

p
o
n
o
s
)

を
以
て
價
値
の
婣
源
S
爲
す


